テーマ「一致団結」


1. 趣旨
諸先輩方・家族との交流、そして来年のASPACへ向けてメンバーの一致団結を図る為に綱引き大会を企画。

綱引きは一本の綱をチームで力を合わせて競い合う、一致団結しなければ力を発揮できない競技。そして参加できない選手も応援することで、選手以外も含めた団結力が必要となる。

また、両チーム共に全力を出さなければお互いに危険になる為に、ルールとマナーを守り相手をリスペクトすることも大事になる。

選手・応援・敵味方・周りを含め、まさに一致団結が求められる。

基本、全員が応援する事を前提とするが、綱引きに参加できない未就学児の子供専用に、キッズスペースを設け、ミニゲームやお絵かき等で楽しんでもらう。

2. 綱引きについて
①子ども・女性　VSメンバーによる子ども主体マッチ

②メンバーのグループ対抗によるトーナメント戦
①家族対抗マッチについて
・子どもVS新入会員コスプレメンバー（戦隊ものなど）2名　2セット
・子どもVSその子どものお父さん選抜メンバー2名　2セット

・子ども（小学生未満）＆奥様（合わせて10名）VSメンバー2名　2セット
・子ども（男8名）VS子ども（女10名）　1セット
※人数は子ども・女性の参加人数に合わせてメンバーのチームの人数を変更させる。
勝利チーム（子ども）には対戦終了後すぐ賞品を手渡す。

②グループ対抗トーナメント戦（10人VS10人程度）
・会員パワーアップグループ
・ASPAC準備運営グループ
・アクティブシティー創造グループ

・ヒューマンネットワーク創造グループ
・総務グループ+3役事務局

以上の5グループによる1セットマッチのトーナメント戦を行う。

対戦相手は、くじ引きにて決定。

グループ対抗トーナメント表
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3、タイムスケジュール
企画説明・準備運動
5分

綱引き

移動・整列
3分

1セット
30秒

1セット試合時間合計
3分30秒

2セット時
6分

エキシビション（2セット×4試合）24分+トーナメント（1セット×6試合）21分、計綱引き45分

結果発表5分

4、キッズスペースについて
キッズスペースエリアは未就学児限定とする。

・輪投げ・お絵かき・はなぽんのぬり絵

5、雨天時ついて
雨天時の際は、橋の下にて綱引きを行う。スペースが狭いので対戦する際の1チームの人数を10人程度に抑える。

キッズスペースも橋の下に移動する。柱をはさみ綱引きエリアと別に確保する。

6、総務企画部組織図
部会長
横山　佳友

副部会長（総務担当）
佐竹　秀文

副部会長（企画担当）
大場　貴之

総務班
清野　衛、小泉　貴靖、阿部　浩之、中嶋　博之、


阿部　　譲、斎藤　源太

企画班
古川　光伸、鏡　進、武田　義晴、高橋　雄一郎


海谷　康裕、
救護班
阿部　　譲（兼務）


